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1. 業務実施方針
表紙

１　業務実施の基本方針
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。ただし、次に示す記載指示事項については、必ず記載してください。

・業務実施にあたっての基本的なコンセプトと業務方針について
貴グループが「国立循環器病研究センター職員宿舎等整備・運営事業」に応募するにあたり、基本的なコンセプト、事業実施にあたっての業務方針
・事業スキーム図について
下記の記載例に従って、本事業の事業スキーム図を記載。

[image: image1]

備考１　再委託先とは、応募者（応募者がグループの場合は、代表企業及び協力企業）以外の者で、本事業の業務に携わる者をいいます。

２　出資企業は、事業者がSPCの場合の株主をイメージしています。

３　提出に当たっては、この備考１～３は削除して提出してください。
２　業務スケジュール
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。ただし、次に示す記載指示事項については、必ず記載してください。

・各施設の事業契約から供用開始までの詳細な予定について

・各施設の供用開始から事業終了までの予定について（更新、大規模修繕等の予定含む）

○記載事例
	年度
項目
	平成　　年度
	平成　　年度
	
	平成　　年度

	
	４月　　　　　　　　　　３月
	４月
	
	４月　　　　　　　　　　３月

	事前調査
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	申請
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	設計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	建設
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	供用開始
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	維持管理項目
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	更新項目
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	大規模修繕項目
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


３　リスク管理
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。ただし、次に示す記載指示事項については、必ず記載してください。

・想定される事業リスクとそれに対する対応策について（記載事例は、下記①参照）
・事業者が付保する保険並びにその条件及び考え方について（記載事例は、下記②参照）
・事業の安定性・継続性を確保するための仕組みについて
・運営企業のバックアップ体制の構築について
○記載事例
①本事業の主要なリスク項目、潜在的なリスク項目を列記し、リスクごとの具体的な管理方策とその実効性について記載してください。
	No.
	リスク項目
	リスク分担者
	具体的な管理方策とその実効性

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


②リスク分担に対応した保険として、予定している保険についてすべて記入し、その内容について具体的に記入してください。
	段階
	保険の種類
	内容

	建設
	
	保険契約者
	

	
	
	被保険者
	

	
	
	対象範囲
	

	
	
	補填額（限度額）
	

	
	
	保険料
	円or円/年

	
	
	免責金額
	

	維持管理・運営
	
	保険契約者
	

	
	
	被保険者
	

	
	
	対象範囲
	

	
	
	補填額（限度額）
	

	
	
	保険料
	円or円/年

	
	
	免責金額
	


備考１　記入欄が足りない場合は適宜追加して記入してください。

２　提出に当たっては、この備考１～２は削除して提出してください。
2. 各要求水準に対する具体的な提案
表紙

（設計・建設業務）

１　整備方針・整備計画
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。
（設計・建設業務）

２　居住空間計画
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。
（設計・建設業務）

３　研修生宿舎
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。
（設計・建設業務）

４　保育所
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。
（設計・建設業務）

５　付属施設（駐車場・駐輪場）
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。
（設計・建設業務）

６　建設計画
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。
（維持管理業務）

７　施設保守・管理業務
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。
（維持管理業務）

８　大規模修繕業務等
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。
（運営業務）

９　賃貸業務
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。
（運営業務）

１０　保育所運営業務
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。

（運営業務）

１１　生活利便サービス業務
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。
（運営業務）

１２　危機管理業務
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。
3. 事業計画
表紙

１　資金調達計画

（１）資金調達計画の概要

資金調達計画の概要を記載してください。
（２）資金調達の確実性

資金調達計画の確実性について、金融機関等との交渉状況、融資条件等を適宜参照しながら説明してください。

（３）金融機関等による事業監視

事業の安定性・継続性を確保するためのキャッシュフロー管理の方法・仕組みや金融機関等による事業監視等について記載してください。

（４）資金調達関係図

注意：下記の記載例は、特別目的会社（SPC）を設立する場合を想定しています。SPCを設立しない場合は、適宜、変更の上、作成してください。
下記の記載例に従って、事業者への本事業に関する融資関係が分かる資金調達関係図を記載してください。
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１　資金調達計画（具体的な金額）

注意：下記の記載方法は、特別目的会社（SPC）を設立する場合を想定しています。SPCを設立しない場合は、適宜、変更の上、作成してください。
（１）調達資金

	総調達金額

　　　　　　　　　　円
	うち自己資本による調達
	　　　　　　　　　円（＿%）

	
	うち負債による調達
	　　　　　　　　　円（＿%）


備考１　上記記入欄で表現できない場合は適宜修正して使用してください。

２　「%」は、総調達金額に対する自己資本による調達と負債による調達の割合をそれぞれ記入してください。（小数点以下第2位を四捨五入し、小数点以下第1位までの数値を示してください。）

（２）資金調達先と金額

ア　自己資本

	出資者
	出資金額（千円）
	全出資額に対する個々の出資者の出資割合
	備考

	代表企業
	
	%
	

	協力企業Ａ
	
	%
	

	協力企業Ｂ
	
	%
	

	
	
	%
	

	合計
	
	
	


備考１　上記記入欄で表現できない場合は適宜修正して使用してください。

２　金額単位は、「千円」とし、千円未満四捨五入してください。

３　「%」は、総出資額に対する各出資者の出資割合をそれぞれ記入してください。（小数点以下第2位を四捨五入し、小数点以下第1位までの数値を示してください。）

４　優先配当株等、特に記述すべきことがあれば備考欄に記述してください。

５　劣後ローン分は「イ　負債（借入）」に含んでください。

イ　負債（借入）

	金融機関等
	金額（千円）
	全負債額に対する個々の融資者の融資割合
	備考

	融資企業A
	
	%
	

	融資企業B
	
	%
	

	
	
	%
	

	合計
	
	
	


備考１　上記記入欄で表現できない場合は適宜修正して使用してください。

２　金額単位は、「千円」とし、千円未満四捨五入してください。

３　「%」は、借入総額に対する各融資者の貸出額の割合をそれぞれ記入してください。（小数点以下第2位を四捨五入し、小数点以下第1位までの数値を示してください。）

４　借入金の返済に優先劣後関係がある場合は、備考欄にその旨を明記してください。

５　その他特に記述すべきことがあれば備考欄に記述してください。

（３）その他（自由記入）

	


備考１　調達金額、調達先について、特に記述すべきことがあれば記入してください。

２　施設整備の進捗段階に応じて順次、出資・貸出を受ける場合、必要とする出資金・借入金を調達する時期及び金額について記入してください。

１　資金調達計画（調達条件）
（１）金融機関等名：　融資企業A　
	項　　目
	条　　件

	融資手法（プロジェクトファイナンス・コーポレートファイナンス等）
	

	金　利（利率）
	（　　　%）

	金　利（固定or変動）
	固定　　・　　変動　（該当する方に○印）

	返済方法（元利均等・元金均等 等）
	

	融資実行予定時期
	

	返済期限・返済回数
	

	その他条件・特記事項
	


（２）金融機関等名：　融資企業B　
	項　　目
	条　　件

	融資手法（プロジェクトファイナンス・コーポレートファイナンス等）
	

	金　利（利率）
	（　　　%）

	金　利（固定or変動）
	固定　　・　　変動　（該当する方に○印）

	返済方法（元利均等・元金均等 等）
	

	融資実行予定時期
	

	返済期限・返済回数
	

	その他条件・特記事項
	



備考１　上記記入欄で表現できない場合は適宜修正して使用してください。

２　金利（利率）は、小数点以下第３位までとします。

３　提出に当たっては、この備考１～３は削除して提出してください。
２　事業収支計画（考え方）

（１）事業収支計画の基本的な考え方

本事業における事業収支計画の基本的な考え方を記載してください。
（２）財務指標の解説

以下の指標を示し、それらに関する考え方を記載してください。
・LLCR

・DSCR
・EIRR

・PIRR

（３）事業収支計画の余裕度

想定している収支からの変動にどの程度余裕を持って対応しうる事業収支計画であるのか、具体的な数値（想定収入からの減少率等）を示しながら説明してください。

（４）運転資金不足への対応策

事業期間中に予期せぬ出来事等により運転資金が不足した場合の対応策について、具体的に記載してください（例：劣後ローンの返済条件、予備費の取り崩し等）。
（５）株主のモチベーション確保策（SPC設立の場合）
株主の事業継続に対するモチベーションの維持を図る施策について、具体的に記載してください。

２　事業収支計画（長期収支計画）

	別紙エクセルファイル（事業者の長期収支計画）




※A3版で1ページ換算とします。

２　事業収支計画（業務費内訳）
	別紙エクセルファイル（業務費の内訳）

・設計・建設業務費

・維持管理業務費

・運営業務費




２　事業収支計画（附帯事業）
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。
4. 料金設定等に関する提案
表紙

１　利用料金（設定）
（１）家賃及び駐輪場使用料収入
職員宿舎の家賃及び駐輪場使用料について記載してください。

	類型
	種類
	金額

	職員宿舎家賃

	単身者向住戸
	●円/月

	
	世帯者向け住戸
	●円/月

	駐輪場使用料
	普通自動二輪車
	●円/月

	
	原動機付自転車
	●円/月

	
	自転車
	●円/月


（２）保育所利用料金収入

保育所の利用料金について記載してください。

	区分
	金額

	0～1歳
	●円/月

	2歳
	●円/月

	3歳
	●円/月

	4歳
	●円/月

	5歳
	●円/月


（３）料金設定の考え方
（１）、（２）の利用料金の設定の考え方について記載してください。
２　入居補償等

（１）入居補償率

	年度
	入居補償率

	平成31年度
	●%

	平成32年度
	●%

	・・・
	・・・

	・・・
	・・・

	平成69年度
	●%

	平成70年度
	●%


備考１　入居補償率は、85%～90%の間で提案してください。

２　事業期間において、年度ごとに入居補償率を変更する提案も認めます。

（２）入居補償率の設定の考え方

入居補償率の設定の考え方について記載してください。

（３）入居保証率を超えての入居があった場合の措置
入居補償率を超えての入居があった場合の措置について記載してください。
公募型企画競争説明書に定める通り、上回った分の収入の一部を本事業施設の設備の補修・修繕、サービスの向上に充てる上での考え方、方針等について具体的に記載してください。
5. その他、センターに対する有効な提案
表紙

１　その他、センターに対する有効な提案
　評価基準書に示した評価の視点を踏まえ、自由に提案してください。
協力企業Ａ


（担当業務）





協力企業Ｂ


（担当業務）





協力企業Ｃ


（担当業務）





協力企業Ｄ


（担当業務）





融資企業Ａ





出資企業�（担当業務）





センター





事業契約





再委託先Ａ


（担当業務）





再委託先Ｂ


（担当業務）





再委託先Ｃ


（担当業務）





事業者


（ＳＰＣも可能）





融資





出資





返済





委託





委託





委託





委託








協力





協力





協力





協力





再委託





再委託





再々委託





再委託企業





出資





代表企業


（　　　　　千円）


（出資割合○％）





協力企業Ａ


（　　　　　千円）


（出資割合○％）








協力企業Ｂ


（　　　　　千円）


（融資割合○％）








協力企業Ｃ


（　　　　　千円）


（融資割合○％）








融資企業Ａ


（　　　　　千円）


（融資割合○％）











融資企業Ｂ


（　　　　　千円）


（融資割合○％）











事業者


（代表企業又は特別目的会社）





優先融資





優先融資





出資





出資





劣後融資





劣後融資
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